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Ｕ
Ｄ
新
聞
明
朝
体
は
約
１
万
６
千
字
。

手
書
き
の
原
図
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

み
、
修
正
を
重
ね
ま
し
た
。
一
つ
の
書
体

が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
通
常
１
、
２
年

か
か
り
ま
す
。

（
株
式
会
社
イ
ワ
タ
の
資
料
か
ら
）

朝
刊
経
済
面
と
夕
刊
２
、３
面（
平

日
）
に
掲
載
し
て
い
る
株
価
欄
も
、

目
に
優
し
く
な
り
ま
す
。東
証
１
部
、

２
部
な
ど
の
銘
柄
表
記
の
文
字
に
、

Ｕ
Ｄ
ゴ
シ
ッ
ク
体
を
使
い
、
小
さ
い

活
字
も
見
や
す
く
な
り
ま
す
。

株
価
欄

銘
柄
も
は
っ
き
り ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
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「誰もが使いやすい」デザイン

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ
Ｄ
）
と
は
、

年
齢
や
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
等
し
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
家
や
街
づ

く
り
な
ど
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
」
に
は
「
す
べ
て
に
及
ぶ
、
普
遍

的
な
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

米
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
の
故
ロ
ナ
ル

ド
・
メ
ー
ス
教
授
が
、
１
９
８
５
年
に
正
式
に

提
唱
し
ま
し
た
。
「
単
純
で
、
直
感
的
に
理
解

可
能
」
な
ど
七
つ
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。

文
字
の
書
体
で
は
、
株
式
会
社
イ
ワ
タ
が
２

０
０
６
年
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
書
体
を
完
成
さ
せ
、
家
電

製
品
の
リ
モ
コ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
優
文
字
を
読
み
や
す
く

信
濃
毎
日
新
聞
は
、
夕
刊
は
７

月

日
付
か
ら
、
朝
刊
は
７
月

日
付
か
ら
、
く
っ
き
り
と
の
び
の

び
し
た
文
字
に
な
り
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
も
対
応
し
、
誰
に
と
っ

て
も
読
み
や
す
く
。
新
し
い
文
字

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ

Ｄ
）
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
開
発

し
ま
し
た
。

「
大
き
く
、
ゆ
っ
た
り
読
み
や

す
い
紙
面
」
を
め
ざ
し
昨
年
３
月
、

年
ぶ
り
の
大
規
模
な
紙
面
改
革

を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
よ
り

大
き
い
基
本
文
字
「
優ゆ

う

文
字
」
を

導
入
。
１
ペ
ー
ジ

段
制
を

段

制
に
し
て
、
１
行
の
文
字
数
を

字
に
増
や
し
ま
し
た
。
行
間
も
８

％
広
げ
ま
し
た
。

「
優
文
字
」
は
、
縦
約
３
・
２

㍉
、
横
約
４
・
０
㍉
。
そ
れ
ま
で

の
基
本
文
字
（
縦
約
３
・
０
㍉
、

横
約
３
・
８
㍉
）
よ
り
面
積
で

・
１
％
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
１

９
５
１
（
昭
和

）
年
か
ら

年

近
く
続
い
た
鉛
活
字
に
比
べ
る

と
、
２
倍
以
上
の
大
き
さ
で
す
。

形
は
、正
方
形
に
近
づ
き
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
た
利
点
を
生
か

し
、
さ
ら
に
読
み
や
す
い
活
字
を

作
れ
な
い
か
｜
。
書
体
の
開
発
・

制
作
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
イ
ワ

タ
（
東
京
）
と
共
同
で
、
研
究
を

進
め
ま
し
た
。

同
社
の
サ
ン
プ
ル
書
体
を
基
に

■
読
者
調
査
を
基
に
改
良

意
見
交
換
を
重
ね
、
輪
転
機
に
よ

る
試
し
刷
り
も
繰
り
返
し
ま
し

た
。読

者
が
読
み
や
す
い
と
感
じ
る

紙
面
を
調
べ
る
た
め
、
約
３
０
０

人
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
に
、
４
種
類

の
基
本
文
字
で
印
刷
し
た
紙
面
を

比
較
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
好
評
だ
っ
た

文
字
に
改
良
を
加
え
、
完
成
し
た

の
が
新
し
い
優
文
字
、
「
Ｕ
Ｄ
新

聞
明
朝
体
」
で
す
。
同
社
に
よ
る

と
、
明
朝
体
の
基
本
文
字
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
は
、
全
国

の
主
要
な
新
聞
で
初
め
て
の
取
り

組
み
で
す
。

横線太くのびのびと

▽
漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直

し
、
読
み
や
す
く
し
ま
し
た
。

縦
と
横
を
実
際
の
３
倍
に
拡
大

▽横線を太くして、縦線

の幅に近づけることによ

って、文字のちらつき感

を減らしました。

真
田
三
代

真
田
三
代

▽
字
形
や
部
首
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
良
、
の
び
の

び
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。

明

明

▽
読
み
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
仮
名
の
濁
点
、

半
濁
点
を
改
良
。
数
字
も
分
か
り
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
に
し
ま
し
た
。

ぼ

ポ

３

６

ぼ

ポ

３

６
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こ
と
し
生
誕
１
０

０
年
を
迎
え
た
作

家
太
宰
治
の
生
年

月
日
は
？

旧
制

高
校
時
代
、
凝
っ

て
い
た
芸
事
は
？

故
郷
の

青
森
県
五
所
川
原
市
（
旧
金

木
町
）
の
町
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
企
画
し
た
「
太
宰

治
検
定
」
。
全
国
か
ら
４
０

０
人
余
が
受
験
し
た
◆
冒
頭

の
問
い
は
、
検
定
前
に
何
度

か
行
わ
れ
た
模
擬
試
験
の
一

部
。
本
番
も
答
え
が
択
一
式

な
の
で
、
出
題
さ
れ
た
小
説

「
津
軽
」
と
検
定
テ
キ
ス
ト

を
読
ん
で
お
け
ば
、
そ
う
難

し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
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こ
と
し
生
誕
１
０

０
年
を
迎
え
た
作

家
太
宰
治
の
生
年

月
日
は
？

旧
制

高
校
時
代
、
凝
っ

て
い
た
芸
事
は
？

故
郷
の

青
森
県
五
所
川
原
市
（
旧
金

木
町
）
の
町
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
企
画
し
た
「
太
宰

治
検
定
」
。
全
国
か
ら
４
０

０
人
余
が
受
験
し
た
◆
冒
頭

の
問
い
は
、
検
定
前
に
何
度

か
行
わ
れ
た
模
擬
試
験
の
一

部
。
本
番
も
答
え
が
択
一
式

な
の
で
、
出
題
さ
れ
た
小
説

「
津
軽
」
と
検
定
テ
キ
ス
ト

を
読
ん
で
お
け
ば
、
そ
う
難

し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

信
濃

信
濃
↑縦と横を実際の６倍に拡大

こ
の
ペ
ー
ジ
の
本
文
文
字
は
、
「
Ｕ
Ｄ

新
聞
明
朝
体
」
を
使
い
ま
し
た
。
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